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沖縄市での3歳児健診におけるアレルギー疾患の実態

武田富美子 當間 孝子

宮城 一郎 岸本眞知子

　アレルギー疾患の実態を知るために，沖縄県沖縄市で3歳児健診受診者を対象に，1993年9月から94年3

月までの期間にアンケート調査を実施した。アンケート用紙を922人の3歳児健診対象者に送付し，受診し

た697人から回収し，記入不備の5人を除く692人を分析の対象とした。

　対象者の31.1％が医師からなんらかのアレルギー疾患の診断を受けたことがあった。アトピー性皮膚炎と

喘息はそれぞれ15.1％，13.9％だった。今回の調査で，3歳児のアトピー性皮膚炎の割合はアトピー性皮膚

炎に関する厚生省の全国調査より低く，アトピー性皮膚炎は夏に悪化する割合が高かった。アレルギー疾患

の予防や治療のために母親の妊娠中から今日までに食事制限をしたことのある児は14.5％，児の布団に掃除

機をかけたことのある割合は17.9％だった。アレルギーに関する情報源としては，新聞または雑誌の割合が

最も高く，65.9％だった。
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